
「あいさつ」について考えました！ 
～第２回学校家庭地域連携会議～ 

 ２月７日（金）、本年度２回目の学校家庭地域連携会議を富岡

小学校で行いました。昨年度から２回目は話し合いを進めやすく

するために、参加者に９つのグループに分かれていただきまし

た。それぞれのグループには、保護者、地域の皆さん、学校職員

が入るようにし、それぞれの立場から意見を出していただきまし

た。どのグループも活発な話し合いが行われ、各班のまとめ役である学校職員が四苦八苦している様子も見ら

れました。 

 今回のテーマは、「あいさつ」についてです。富小でも東中でも異口同音に、「校内では挨拶ができるが、

一歩地域に出るとなかなかできない」、「こちらから挨拶しているのに子どもからは返してくれない」、「あ

まり気持ちのよい挨拶はできてない」などという話を耳にします。もちろん、しっかりと大きな声で、笑顔と

ともに挨拶ができる子どもたちもたくさんいます。では、なぜ挨拶がうまくできないことが話題になるのでし

ょうか。 

 せっかく挨拶をするのだから、相手に聞こえるように、相手の人が思わず笑顔になるような、相手の人の心

がホッとするような挨拶をしたいものです。難しく考える必要はありません。少し笑顔で大きな声で挨拶をす

ればよいのだと思います。これは、決して強制するものではありません。子どもたちがそのような気持ちにな

るようにできればよいと思います。小さいうちは、やはり大人が

範を示すことだと思います。大人同士で、大人から子どもへ、少

し笑顔で大きな声で挨拶をし続けることができれば、自然と皆が

そのような挨拶ができるものと思います。特に朝の挨拶は、その

日のスタートです。その日を気持ちよく過ごすために、とても大

切な行為だと思います。生徒たちには様々な場面で示していきた

いと思います。 

いざ、出陣！ 
～公立高校前期試験～ 

 ２月１２日（水）、公立高校前期試験がありました。前々日の１０日（月）に試験を間近に

控えての激励会を行いました。どの顔も緊張感が漂う様相でしたが、それぞれの目にはその奥

に秘められた強い意気込みも感じられました。 

 校長からは、緊張するのは自分だけではない、隣の生徒も皆同じであること、今まで頑張っ

てきたことは事実であり、そんな自分を信じること、「人事を尽くして天命を待つ」という言

葉のとおり、結果は後からついてくる、たとえ良くない結果だったとしても、そこからまた次

のことを始めればよい、と話しました。悔いの無いように頑張ってほしいと思います。 
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入学が待ち遠しい！ 
～初めての東中体験～ 

 ２月１２日（水）、今年度が初めての試みとなる「東中体験」

を行いました。これは、従来の一日入学の拡大版で、小６の児童

が朝から夕方まで本校で過ごし、様々な体験を行うものです。午

前中は、校舎内見学、授業参観を行った後に、中学校の授業を少

しだけ体験する授業体験を行いました。体験した授業は英語と音

楽です。１００人を超す６年生全員を多目的スペースに集めて一斉に授業をしました。英語は小澤教諭がパワ

ーポイントを駆使して簡単な会話練習を行ったり、音楽は山下教諭が得意の数種類のトランペットを持ち出

し、音の違いや美しさを感じさせたり、全員で合唱を行いました。様子を見ていると、教師の質問に対する児

童の反応が速く、とても大きな声でテンポ良く進められていました。頼もしい限りです。 

 この日は公立高校前期試験で３年生が不在だったため、授業の後に３年生の教室を使ってクラスごとに給食

を食べました。給食当番がエプロンを着て一生懸命に給食を運びました。初めて中学校での準備でしたが、周

囲の協力もあって、どのクラスもスムーズに準備、給食、片付けができました。すばらしいです。 

 午後になると、保護者が合流し、最初に「ネットトラブル防止講話」を行いました。これは、講師を西部教

育事務所に依頼し、親子参加型の学習会として行いました。途中、グループになって親子４人で話し合う場面

がありましたが、実際の親子ではなく、機械的に保護者が学級を換えてグループを作りました。話し合いがで

きるかどうか心配の面もありましたが、どの児童もしっかりと自分の考えを言い、保護者の皆様がうまくリー

ドしていただいたお陰で、和やかな雰囲気の話し合いができました。担当の職員も言っていましたが、話し合

われた内容を是非実際のご家庭で話題にしてほしいと思います。 

 その後は、従来の一日入学で行われていた学校説明会を行いました。途中、現１年生が登場して打ち合わせ

通りに演技したり説明したりして、わかりやすく伝えてくれました。 

 最後は部活動見学で、クラスごとに時間を決めてすべての部活動を見学しました。多くの保護者の方も同行

していました。 

 長い人生を考えても、何かと変化の多い中学校時代。初めてのことに戸惑い、悩み、意気消沈することもあ

るでしょう。反面、新たな発見、喜び、大きな感動もあると思います。そのように、良いことも嫌なことも含

めて多くのことを経験することで、人は成長していきます。これからの３年間でどこまで成長できるかが大切

になってきます。我々職員は子どもたちの成長を保護者の皆様と一緒になって支えていきたいと思っていま

す。４月７日、希望で胸を膨らませた新入生を心からお待ちしております。 

３月の予定 

・ ２日（月） 職員研修のため給食後放課 

・ ３日（火） 学校朝礼 

・１０日（火） 公立高校後期選抜試験① １，２年実力テスト 

・１１日（水） 公立高校後期選抜試験② 

・１２日（木） 卒業式予行練習 

・１３日（金） 第６０回卒業式 

・１８日（水） 公立高校合格発表 

・２０日（金） 春分の日 

・２５日（水） 大掃除 

・２６日（木） 修了式・離退任式 

・２７～３１日 学年末休業 


